
 
〇 期       日  平成１４年６月２１日（金）～２２日（土） １泊２日 
〇 天    気  ２１日 → 曇りのち雨 
          ２２日 → 雨 
〇 参 加 者        山 に 遊 ぶ 人 3 人 
〇 コースタイム （荷物…約６kg）  

  ２１日（土）                             

五 日 市   ２：４５  

日 の 出 Ｉ Ｃ  ３：００  ３：００  

川 越 Ｉ Ｃ  ３：３０  ３：３０ 圏央道 1,500円 

久 喜 Ｉ Ｃ  ４：０５  ４：０５ 国道 16号線・空いている 

磐 梯 高 原 Ｉ Ｃ  ６：５０  ６：５０ 那須 SA朝食（5:20～5:55）距離＝305Km 
東北道・磐越道 5,100円 

天元台ﾛｰﾌﾟｳｳｪｲ  ８：００  ８：２０ 西吾妻ｽｶｲﾊﾞﾚｰ 料金＝930円 

天 元 台 高 原  ８：２５  ８：３０ ﾛｰﾌﾟｳｳｪｲ及びﾘﾌﾄ券 2,880円（入浴券付） 
ﾛｰﾌﾟｳｳｪｲの始発に乗る。ﾘﾌﾄまで徒歩 5分 

北 望 台  ９：１０  ９：１０ ﾘﾌﾄを 3本乗り継ぐ。 

かもしか展望台  ９：５０  ９：５０ 北望台から少し登った所よりｶｯﾊﾟを着用 

大 凹 １０：２０ １０：２０ 雪渓や水芭蕉が咲いている。 

梵 天 岩 １０：５０ １０：５０ ﾁﾝｸﾞﾙﾏ・ｲﾜｶｶﾞﾐ等咲いている。池糖もある 
西 吾 妻 山 
（２，０３５ｍ） １１：２０ １１：４０ 道がグジャグジャ・昼食・ｺﾊﾞｲｹｿｳは早い。 

何もない頂上（木に覆われているピーク） 

梵 天 岩 １２：０５ １２：１０ 曇りで景色は何も見えない。 

大凹の約 200ｍ先 １２：５０ １３：２０ ﾗｰﾒﾝを作る。途中から雨が本降りになる。 

人 形 石 １３：３５ １３：３５ 雨が強くなり写真だけ取ってすぐ下山。 

北 望 台 １４：０５ １４：０５ ﾘﾌﾄにすぐ乗る。 

天 元 台 高 原 １４：５０ １５：００ ﾘﾌﾄに乗っている間、非常に強い雨 

天元台ﾛｰﾌﾟｳｳｪｲ １５：０５ １５：２０ ﾄﾞﾘﾝｸ券及び入浴券は使用せず帰る。 

吾妻小屋・浄土平 
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１７：２０  

西吾妻ｽｶｲﾊﾞﾚｰ・磐梯吾妻ﾚｰｸﾗｲﾝ（930円） 
磐梯吾妻ｽｶｲﾗｲﾝ（1,570円）。吾妻小屋で濡
れた物を乾かす。小屋は空いている。 



  ２２日（日）                             

吾 妻 小 屋   ５：１５ ランプの小屋 

酸 ヶ 平  ６：０５  ６：０５ カミナリが鳴り雨が強い。 

姥 ヶ 原  ６：３５  ６：３５ 鎌沼の辺を歩く。 

谷地平避難小屋  ７：５５  ８：１５ 姥ヶ原～谷地平の下りは雨水が沢の様に
流れ歩きずらい。小屋の前後で渡渉 2箇所 

谷地平（往復小屋）  ９：００  ９：０５ 谷地平は明るい広々としている湿地。 
ｺﾊﾞｲｹｿｳ・ﾜﾀｽｹﾞが咲いていた。 

姥 ヶ 原 １０：３０ １０：３０ 姥神石像があり。 

酸ヶ平避難小屋 １１：００ １１：２５ 昼食・小屋は混んでいる。 

一 切 経 山 
（１，９４９ｍ） １２：００ １２：１０ 広陵とした頂上。雨で景色は見えない。 

吾 妻 小 屋 １３：１５ １３：４５ 濡れた物を着替える。 

二 本 松 Ｉ Ｃ １５：１０ １５：４５ 道の駅「土湯」でお土産。ＩＣ入口で食事。 

加 須 Ｉ Ｃ １７：４０ １７：４０ 東北道 4,600円 

東 松 山 Ｉ Ｃ １８：４０ １８：４０ 加須～騎西～鴻巣～吉見百穴～東松山 

日 の 出 Ｉ Ｃ １９：００ １９：００ 圏央道 1,650円 

五 日 市 
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１９：２０  距離＝750Km（往復） 

 
〇 費    用 

交通費  
 高速道路（圏央道→日の出～川越 …1,500円）（東北道→二本松～加 須…4,600円） 
 （東北道・磐越道→久喜～磐梯高原…5,100円）（圏央道→東松山～日の出…1,650円） 
  天元台ロープウェイ及びリフト往復券（ジュースと入浴を含む） … 2,870円 
 宿泊代 吾妻小屋（1泊・弁当付）…7,500円 缶ﾋﾞｰﾙ 350cc及びﾜﾝｶｯﾌﾟ各 1本…400円 

〇 そ の 他        
    雨で景色は見られなかった。しかし、西吾妻山へのお花畑・雪渓など素晴らしかった。 

    谷地平への道は、雨で沢のようになり苦労した。渡渉は2回あり増水していた。 

    避難小屋の2箇所は、非常に良くできていた。宿泊も可能である。（特に谷地平） 

    谷地平湿原は、明るく気持ちの良いところであった。（ミニ尾瀬の感が少しする。） 

     


